
「諏訪最後の粋人　小川哲男さんが語る」

など16作を収録した同人誌「窓」11号

諏
訪
最
後
の
粋
人
時
代
を
彗

同
人
畢
窓
」
に
収
轟
「
小
川
哲
男
さ
ん
が
語
る
」

大
手
町
に
芸
者
さ
ん
が
い
た
頃

諏
訪
地
方
と
縁
の
あ
る
人
た
ち
の
同
人
誌

「
窓
」
を
発
行
す
る
窓
の
会
（
三
井
夏
海
発

行
人
）
は
、
第
1
1
号
を
発
刊
し
た
。
小
説
や

随
筆
、
研
究
な
ど
1
6
作
を
収
録
。
諏
訪
市
の

牛
山
一
貴
さ
ん
は
、
東
洋
精
機
工
業
社
長
、

茅
野
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
を
務
め
た
小
川

哲
男
さ
ん
（
9
6
）
＝
茅
野
市
＝
に
イ
ン
タ
ビ
ユ

l
L
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
「
諏
訪
最
後
の
粋
人

小
川
哲
男
さ
ん
が
語
る
1
諏
訪
市
大
手
町

に
芸
者
さ
ん
が
い
た
頃
－
」
を
執
筆
。
大
正
、

昭
和
の
時
代
、
花
柳
界
を
担
っ
た
芸
者
を
は

じ
め
料
亭
や
企
業
な
ど
に
つ
い
て
語
り
、
「
時

代
を
証
言
し
た
貴
重
な
「
一
作
」
と
関
心
を
集

め
て
い
る
。
　
　
　
　
（
宮
坂
早
苗
）

「
窓
」
は
、
「
広
く
文
芸
の
試
み
を

す
る
場
」
と
し
て
文
筆
家
の
故
市

川
一
雄
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
っ
て

創
刊
。
今
号
に
は
鮎
澤
宏
威
さ
ん

（
諏
訪
市
）
の
研
究
「
神
仏
集
合

奉
告
祭
」
、
松
崎
寛
さ
ん
（
同
）
の
随

筆
「
周
縁
の
光
景
（
二
）
」
、
三
井
さ

ん
（
千
葉
県
市
川
市
）
の
小
説
「
な

り
わ
い
（
四
）
」
な
ど
を
掲
載
し
た
。

「
諏
訪
最
後
の
粋
人
－
」
は
、

三
味
線
の
長
唄
は
杵
屋
新
哲
男
、

小
唄
は
稲
本
書
美
智
の
芸
名
を
拝

受
、
三
味
線
と
い
う
趣
味
を
通
じ

て
全
国
の
芸
者
と
交
流
し
た
小
川

哲
男
さ
ん
。
牛
山
さ
ん
は
直
接
会

っ
た
り
電
話
や
手
紙
で
何
度
か
や

り
と
り
し
て
書
き
上
げ
た
。

「
大
手
町
の
料
亭
と
芸
者
」
「
趣

味
の
三
味
線
の
こ
と
」
な
ど
7
章

で
構
成
。
小
川
さ
ん
が
生
ま
れ
た

1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
こ
ろ
の

時
代
背
景
や
兄
の
博
正
さ
ん
と
東

洋
精
機
工
業
を
創
業
、
そ
の
頃
か

ら
の
諏
訪
地
方
の
精
密
工
業
、
企

業
人
の
様
子
を
随
所
で
紹
介
。
花

柳
界
が
に
ぎ
わ
っ
た
昭
和
4
0
年
代

ま
で
の
、
当
時
の
料
亭
「
信
濃
」

や
「
宗
藤
」
な
ど
の
建
物
、
宴
会

や
帳
場
の
様
子
、
訪
れ
た
政
財

界
、
文
化
人
な
ど
の
交
友
も
し
の

ば
れ
る
。
取
材
で
最
も
時
間
を
か
け
た
と

お
座
の
絆
な
ど
、
見
番
で
検
査
合

い
う
芸
者
に
つ
い
て
、
芸
者
に
な

る
た
め
に
は
唄
や
踊
り
、
行
儀
、

格
し
て
さ
ら
に
芸
を
凰
い
た
－

と
、
大
手
か
い
わ
い
の
隆
盛
期
を

担
っ
た
多
く
の
芸
者
を
思
い
起
こ

し

て

い

る

。

　

　

　

は

や

り

牛
山
さ
ん
は
「
対
談
中
、
流
行

唄
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
て
唄
っ

て
も
ら
っ
た
」
、
あ
と
が
き
で
「
大

手
町
の
芸
者
さ
ん
た
ち
の
こ
と
を

『
芸
の
仲
間
』
と
い
い
、
そ
の
語

る
ま
な
ざ
し
は
い
つ
も
や
さ
し
か

っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

同
人
誌
頒
布
は
7
0
0
円
。
諏

訪
市
末
広
の
言
事
堂
（
電
話
0
9

0
．
・
7
5
6
7
・
0
7
6
6
）
で

扱
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
三

井
発
行
人
（
電
話
0
9
0
・
．
8
5

8
8
・
0
5
4
3
）
へ
。


